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懸叢
である。
　回転数はFig．5－4のC点での値である。
　F195－2，　Fig　5－3は端子電圧を200V，周波数を
50Hz，無負荷状態で，2次挿入抵抗のみを変え，各
抵抗値でのF195－1のような，過渡トルク，一次電
流，回転数の変動を計算して得られた挿入抵抗と過渡
特性との関係を示している。
　2次挿入抵抗の計算範囲は2次抵抗を増加すると，
トルク・速度特性と慣性負荷との関係から，無負荷速
度が不安定となり，アナログ計算機での計算が不可能
となる限界から決まったものである。
　5－3計算値と実測値との比較
　速度・トルク特性にっいて，アナコンによる計算結
果のF・g5－1から求めた特性，速度・トルク直視装置
を用いて実測した特性，およびT型円線図より求めた
特性とを比較した。Fig　5－4はその特性比較図である。
　計算結果のトルクは過渡トルクであり，振動してい
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三相1・Mの速度一トルク特性
　三相1・Mの電源投入時における過渡現象をアナロ
グ電子計算機を使用して解析した。
　三相1・Mの定常および過渡状態にっいての方程式
は電気系と機械系とを考慮するエネルギー変換工学的
な見地から，α・β相，d・q軸での電圧方程式と発
生トルク方程式，および回転機の運動方程式の三種類
の方程式からなる非線形連立微分方程式である。
　アナログ計算機で解析するのに必要なアナログ演算
回路は回路の変形と作成に便利なシグナル・フロー・
グラフを応用して求めた。
　シグナル・フロー・グラフをアナログ換算回路の作
成に使用すればシグナル・フロー・グラフを回路網解
析，および自動制御機構の解析に使用する際の利点と
は別に，次の利点があることがわかった。
　（1＞回路を作成する場合，方程式を変形しないで，
　基本となる方程式からグラフを作り，そのグラフを
　順次変形して，要求される回路へと導くことができ
　る。
　（2）シグナル・フロー・グラフの枝とアナログ演算要
　素との間には一対一の対応があるため，シグナル・
　フロー・グラフから直接アナログ演算回路を導くこ
　とができる。
　次に，アナログ計算機による，巻線型三相1・Mの
過渡現象についての解析結果から，2次挿入抵抗と過
渡特性との間には次の関係があることがわかった。
　（1）過渡振動トルクは定常トルク曲線を中心に振動
　し，最大振動トルクは2次抵抗によってほとんど変
　化しない。
　｛2）2次抵抗を増加すると振動トルクは早く消滅す
　る。
　（3〕起動電流は速度が変化している間は起動時の電
　流で一定であり，一定速度になると同時にその速度
　での電流となる。
　今回得られた結果は巻線型三相1・Mの一っの条件
についての過渡特性である。
　今後の問題点として，最近，著しい回転機器絶縁材
料の発達に伴い，1・M等の回転機は小形化してきた
ため，磁気回路の飽和特性を考慮する必要が生じてき
た。
　今回の報告は，現在行なっている磁気回路の飽和現
象を考慮した，1・Mの過渡現象についての解析の中
間的報告である。
　最後に，アナログ計算機の使用について，西山栄枝
助教授，青木征夫氏（東芝，府中工場）に援助を受け，
実験については本学大学院学生（現在名鉄），竹上恒雄
君に援助を受けたことを附記し，感謝の意を表します。
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